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2013 年 4 月から 2016 年 12 月に北海道立子ども総合医療・療育センターで心内修復術
を施行した先天性心疾患患者 320 例を前方視的に検討した。心房中隔欠損（ASD）61 例、
心室中隔欠損（VSD）71 例、ファロー四徴（TOF）14 例、完全型房室中隔欠損（CAVSD）
5 例の 151 例を対象とした。術後急性期に心筋保護不全や冠動脈空気塞栓が疑われた 6 例
は除外した。また新生児は TnI が生理的に高値を示すことがわかっており除外した。 
人工心肺は高流量定常流体外循環を基本とし年少児はローラーポンプ、年長児は遠心ポ
ンプを使用した。直腸温は TOF 群、CAVSD 群は 28℃から 32℃の中等度低体温、VSD 群、
ASD 群は 32℃から 36℃の軽度低体温とした。 
術式は ASD 群が直接閉鎖、VSD 群はパッチ閉鎖を施行した。TOF 群は VSD パッチ閉
鎖と右室心筋切除、肺動脈弁交連切開を基本とし、肺動脈弁は極力温存した。CAVSD 群
は two-patch 法による欠損孔閉鎖と共通房室弁形成術を施行した。 




間を選択した。術後 1 日の TnI と 4 術式および 11 の周術期因子が与える影響について検
討した。統計学的手法は多群間比較には一元配置ならびに二元配置分散分析、重回帰分析




すべての疾患群で TnI は術後 1 日に速やかに上昇し術後 7 日には下降した。 
術後 1 日の TnI は ASD 群（2.21±0.29pg/ml）より VSD 群（3.66±0.29pg/ml）で有
意に高く、VSD 群より TOF 群（10.78±1.75pg/ml）と CAVSD 群（11.65±1.97pg/ml）
で有意に高かったが、TOF 群と CAVSD 群に有意差は認めなかった。 
術後 1 日の TnI と手術時間（r=0.66）、人工心肺時間（r=0.70）、大動脈遮断時間（r=0.70）
に強い正の相関関係を認めた。心作動薬投与期間（r=0.59）と ICU 滞在期間（r=0.51）と
弱い相関関係を認めた。また最低直腸温（r=-0.41）と弱い負の相関関係を認めた。 
目的変数を TnI、説明変数を 4 術式ならびに 11 の周術期因子の計 15 項目とした重回帰
分析では、標準化偏回帰係数が高い順に、ACC 時間（0.337）、手術時間（0.281）、心作動
薬投与期間（0.217）、最低直腸温（-0.164）、TOF（0.162）が有意な因子として選ばれた。 












1 日の TnI は心筋切除以外の手術手技の影響はほとんど受けないと考えられる。 
術後 1 日のトロポニン値が独立した予後予測因子であるという先行研究がある。本研究
の結果からも小児期開心術において人工心肺条件に心筋切除等を加味することで、良好な







小児期開心術において TnI は術後速やかに上昇し下降する。 
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Cardiac troponin I and perioperative factor in pediatric open heart surgery 
（心臓トロポニン Iと小児期開心術の周術期因子） 
結果の要旨 
 
トロポニン I は心筋傷害マーカーとして日常診療に使用されているが、冠動脈疾患が少な
く多彩な術式を要する小児期先天性心疾患におけるその有用性は十分に検討されていると
は言い難い。本研究は小児期先天性心疾患手術において、術後トロポニン I の変動に与え
る因子を明らかにしたものであり、予後予測する上での基準値を規定できる可能性を報告
した。今後の小児期先天性心疾患の術後評価の点でも価値ある研究と考えられ、博士（医
学）論文に相応しいとの審査委員一同の意見を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
